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デジタルモードＦＴ８入門
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ＪＡＲＬ兵庫県支部　関西ハムシンポジウム

村脇順一　JA3RAF
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概要

● デジタルモード概説
● ワッチしましょう
● 変更届
● 送信準備
● その他

FT8の解説は巷に溢れて居りますので、重複をなるべく減らし、余り紹介され
ていないネタに注力して参りたいと思います。とは言え、どこかにある話ばか
りですが。
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主なWSJT系デジタルモードの特徴１

● ラバースタンプQSO

● シグナルレポートはｄB

● QTHはグリッドロケータ

● QSOの形式

CQ JA3RAF PM74

JA3RAF WH0Z QK25

WH0Z JA3RAF -07

JA3RAF WH0Z R-08

WH0Z JA3RAF RRR

JA3RAF WH0Z 73
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主なWSJT系デジタルモードの特徴２

 各モードの特徴

モード FT8 FT4 JT65 単位

サイクル 15 7.5 60 秒

送信時間 12.6 5.04 46.8 秒

帯域幅 50 83.333 177.6 Hz

伝送速度 6.25 20.833 2.692 baud

S/N -20 -17.5 -25 dB

ペイロード 77 77 72 bit
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運用周波数（QRG)

　
註

BAND FT8 FT4 JT65

160m
DX 1840 1838 コンテストルールに従う。

国内 1908 1909 1909

80m
DX 3573 3570 赤字はオフバンド。

国内 3531 3531

40m
DX 7074 7076 青字はバンドプランの

国内 7041 7041 「注」に従う。

30m 10136 10140 10138

20m 14074 14080 14076 時が経てば変わるので、

17m 18100 18104 18102 最新情報を使うこと。

15m 21074 21140 21076

12m 24915 24919 24917

10m 28074 28180 28076 用周波数は、アナウンス

6m

50313 50318 50310 に従う。

国内 50280 50276

大陸間 50323

運用周波数　[kHz]

FT4の運用周波数は、

3575,3568

7047.5,7090

DX pedition mode の運
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バンドプランが変わる？

● 検討中
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時計１

● PCの時計を正確に合わせる必要がある。

● ネットが使える環境ならNTPでも構わないが。

● 移動運用等では、GPSドングルを活用。
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時計２
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WSJT-XをD/L

● https://physics.princeton.edu/pulsar/K1JT/wsjtx.html
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WSJT-Xのインストール1
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WSJT-Xのインストール２
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USBドライバをD/L・インストール
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デバイスマネージャで確認

CI-Vのポート

オーディオ入出力
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接続はUSBケーブル１本だけ
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USB－HUB内蔵

IC-7610

USB-HUB

Ａｕｄｉｏ　　　ＣＩ－Ｖ

UＳＢ
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ファームウェア・アップデート
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バージョン確認
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CI-Vボーレートを19200に
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CI-V USBポートをリモートと接続
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WSJT-Xの設定　１
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WSJT-Xの設定　2
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WSJT-Xの設定　3
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WSJT-Xの設定　4
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モードをUSB-D1にする

● 全てのバンドでUSB。 （ローバンドでもUSB）
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AGCの設定

● AGCをFAST(0.1)または、OFFにする。

(Defaultは0.3)
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受信帯域幅を広げる　１

● 3.0kHz→3.6kHzに広げる。

「BW」をタップし、色を青に変える。

メインダイアルを回して 3.6k にする。



 

27/60

受信帯域幅を広げる　２

● -300～3300Hz→0～3600HzにPBTで移動
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受信帯域幅を広げる　３

● WST-XのSettings

→Advancedも併

せて変更。

（WSJT-X本体は、

0～5000Hz迄対応

している。）
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受信フィルターによる相違

-300～3300Hz Soft
　

-300～3300Hz Hard
　

     0～3000Hz Hard
　

     0～3000Hz Soft
　

     0～3600Hz Soft
　

     0～3600Hz Hard
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NB・NRはオフ
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ワッチしましょう

無信号時に
30dBとなる
様RFゲイン

を絞る。
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変更届１

● ２０１９年１月１日から

縦長様式に変わった。
● ２０１８年１２月１０日から

旧FT8の登録があり新FT8を使用する場合

　「特例として現行の諸元表で読みかえますので手続き不要です。」

既に新FT8の届出がある場合

　「この改変において手続きは不要です。」

　「なお、別の変更があった場合それに合わせて諸元表を変更して

　ください。」（但し、2020年1月31日からこの但書きは消滅。）
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変更届２
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変更届３
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変更届４
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変更届５

● 検討中
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送信帯域幅を広げる

● Settings→Radio で Split が Rig なら不要。
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変調入力をUSBへ
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USB変調入力レベル
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CI-V動作確認

● 「Ｔest ＣＡＴ」ボタンをクリックし、緑になればＯＫ

● 「Test PTT」ボタンをクリックし、PTT動作を確認

　（送信中は赤になる）
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送信準備

● 歪まぬ様、オーディオ

レベルを調節する。

Tuneを押し
てクリアな
送信になる
レベル迄下

げる。
重要
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送信レベルの調整

● レベルを上げ過ぎると、副搬送波の高調波が生じ
る。

● 高調波に食われて、基本波のレベルが下がる。
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JT_LinkerでHamLogと連携



 

45/60

参考文献　１

CQ誌 2019年7月号付録 CQ誌 2019年8月号付録
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参考文献　２

JARL NEWS 2019冬 QEX #27～33 連載中



 

47/60

参考資料

● https://www.qsl.net/ja7ude/wsjt/　日本語取説

● http://jt65-dx.com/index.html

● https://playredpitaya.blogspot.com/

● https://tapr.org/pdf/DCC2018-KC5RUO-TheReal-FT8-JT65-JT9=SNR.pdf

● http://www.sportscliche.com/wb2fko/TechFest_2019_WB2FKO_revised.pdf

● http://physics.princeton.edu/pulsar/k1jt/FT4_Protocol.pdf

● 謝辞
JA5AEA 堤竹彦OM・JO１EUJ 高橋俊光OM
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主なWSJT系デジタルモードの特徴３

● TCP/IP等で用いられる「誤り検出・パケット再送」で
はなく、強力なFEC(Forward Error Correction)。

Payload 77bit＋CRC 14bit＋Parity 83bit＝174 bit÷3＝58Symbol

● 重ね合わせ受信は不採用（一発送信）。

● 既受信内容からの推測（APデコーディング）。

● 同期用に7×7のCostas Array 3回。

許容範囲、Δｔ=40ms Δf=0.75Hz。

58Symbol＋3Symbol×3＝79Symbol

● FT4のCostas Arrayは、4×4。
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FT8のパケット
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FT8・FT4のプロトコル

174bit Payload
77bit

CRC
14bit

Parity
83bit

F
1

Callsign 1
28bit

Callsign 2
28bit

GL・Report等
15bit

他
5

Caｌｌsignは、[ANS][AN][N][AS][AS][AS]
37×36×10×27**3 = 262,177,560 < 2**28 = 268,435,456
4桁Grid Locatorは、180**2 = 32,400 < 2**15 = 32,768

F
1

任意メッセージ 最大１３文字 英大文字・数字・記号[#@+-.<>?/空白]
72bit

他
4

46**13 = 4,129,065,876,983,540,801,536 < 2**72

注：順序は不明。公式文書がまだない為、一部推測。

データ部のみ
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複合・非標準コールサイン

● 複合コールサイン　FK/JA3RAF , JA3RAF/1

● 非標準コールサイン　8J3XXIII

● 複合コールサイン同士の交信は非サポート

● 28bitにならないコールサインはハッシュ値で送信

● 平文ではないので、判明する迄　<...>

● どこかで平文コールサインを送る必要がある
● 平文コールサインを受信したらハッシュ値と比較
● 判明したらデコードされて正常表示される
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Type1の複合コールサイン

● 普通コールサインと下表のPrefix/Suffixの組合。

● 第３フィールドを使う。（レポート等は送れない）
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Type２の複合コールサイン

● 普通コールサインと表外のPrefix/Suffixの組合。

● Prefixは1～４文字、Suffixは１～３文字。

● 他方のコールサインは、CQ・DE・QRZのみ可。

　（多分、他方コールサインの一部にハミ出す。）
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コールサインの纏め

普通・普通・(GL/Rep)

Type1・普通・(Trpe１のハミ出分)

（CQ/DE/QRZ)・Type2・(GL/Rep)

平文の非標準コールサイン

OKなもの NGなもの

Type1/2/Hash・Type1/2/Hash

Hash・普通・(GL/Rep)

相手局コールを入れる所が無い
多分、Type2のハミ出分が入る

GL/Repを入れる所が無い

無理矢理入れるとHashになるが、
生成Messageは平文表示



FSKとGFSK
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スペクトラム比較

新FT8

旧FT8

FT4
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低周波段の高調波

● 低周波段で歪むと、その高調波は送信されてしま
う。

● 送信パワーの一部が高調波に割かれるので、

基本波に回るパワーは逆に減る。
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Split Operation

● 低周波段の歪みが外に

出ぬ様、Split Operaion

を使う。

SはSplit
の表示

Split
Operation
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フェイク・デコード

● FT4は、フェイク・デコードする事がある。

例

「CQ_001 WJ2NB 539 7325」

「97OMT GI4OBZ/R NK32」

WSJT-X 2.0のrelease noteに "The new protocols provide nearly 
equal (or better) sensitivity compared to the old ones, and lower 
false decode rates.” と書いてあり、 　新FT8では大幅に減っている
そうです。
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非常通信に使うには

● QRPｐで届くので、被災地での使用に適。

● １対Nの通信は、非常通信に適。

● SOS等をCQ/DE/QRZ並みの扱いにして欲しい。

● 多桁のGLを扱えるモードを追加して欲しい。

（6桁だと、兵庫県では7.6×4.6km位の範囲になる。）

（10桁だと、32×19m位になる。）

● 多波同時出力で、多文字のメッセージを纏め送り

できる様にして欲しい。例：5波なら13×5=65字


